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(51名）、欧州が 18.6%(32名）、北米が 8.7%(15 
名）などであった（Table1）。一人暮らしの学生は
85.5% (147名）であり、家族と同居している学生は







中 国 59 34.3% 
中国以外のアジア 51 29.7% 
欧 州、｜ 32 18.6% 
オヒ 米 15 8.7% 
オセアニア 6 3.5% 
中 南米 5 2.9% 
中 近東 2 1.2% 
アフリカ 2 1.2% 






～50,000円 13 7.6% 
50,001円～80,000円 47 27.3% 
80,001円～100,000円 12 7.0% 
100,001円～150,000円 23 13.4% 
150,001円～ 16 9.3% 
奨学金の受給なし 61 35.5% 

















n % n % 
29 40.8% 30 29.7% 
28 39.4% 23 22.8% 
2 2.8% 30 29.7% 
3 4.2% 12 11.9% 
1 1.4% 5 5.0% 
4 5.6% 1 1.0% 
2 2.8% 。 0.0% 
2 2.8% 。 0.0% 
71 100.0% 101 100.0% 
正規留学生 短期留学生
n % n % 
4 5.6% 9 8.9% 
6 8.5% 41 40.6% 
3 4.2% 9 8.9% 
19 26.8% 4 4.0% 
14 19.7% 2 2.0% 
25 35.2% 36 35.6% 







度自分自身に当てはまるかについて、「1.Not at al 




















Scale; Diener, Emmons, Larsen, & Griffin, 1985) 
の5項目と、情動的側面を測定するとされるバイタ
リティ (Subjective Vitality Scale; Ryan & 
Frederick, 1997）の7項目も適応の指標として用い
た。それぞれの項目に対して、現在どの程度自分自身










因子1 因子2 因子3 共通性
日本の生活習慣 .83 .02 -.08 .68 
日本の水・食べ物 .66 -.09 .10 .42 
日本人の人柄・気質 .48 .16 -.12 .31 
日本の天気 .48 -.07 .15 .25 
日本の治安 .45 .14 -.03 .28 
日本の交通機関 .41 .09 -.03 .21 
ホームシックになった＊ .37 -.24 .18 .14 
日本人とうまくコミュニケーションをとることができた .09 .71 -.01 .57 
日本語科目の授業は理解できた -.13 .50 .12 .23 
日本人学生の友人ができた .09 .47 .05 .29 
専門科目の授業は理解できた -.06 .07 .81 .66 
先生とうまくコミュニケーションがとれた .15 .15 .51 .41 
因子間相関 因子 1 因子2 因子3
因子1
因子2 .53 



























Table 6 各尺度の平均値（M）・標準偏差（SD）・ α係数・および相関係数
M (SD) α 
日本の環境への適応 4.78 (.69) .73 
日本人の特性への適応 4.37 (.96) .60 
学業・研究への適応 4.84 (.96) .66 
満足感 4.22 (.94) .80 













1 2 3 4 5 
.36合＊
.29*** .32*** 
.31*** .23** .32*** 




















キャンパス内の大学寮 67 39.0% 
キャンパス外の大学寮 47 27.3% 
大学が契約した宿舎 10 5.8% 
民間アパート 26 15.1% 
公的住宅 15 8.7% 
民間一戸建住宅 5 2.9% 
その他 2 1.2% 





～10,000円 56 32.9% 
～20,000円 58 34.1% 
～30,000円 26 15.3% 
～40,000円 20 11.8% 
～50.000円 4 2.4% 
50,000円以上 6 3.5% 





非常に安い・やや安い 30 42.3% 
妥当 24 33.8% 









差はみられなかった (x2=1.13, d/=2, nふ）。奨学金
の有無による「家賃の感想」の分布にも有意な差はみ
正規留学生 短期留学生
n % n % 
28 39.4% 39 38.6% 
16 22.5% 31 30.7% 
3 4.2% 7 6.9% 
20 28.2% 6 5.9% 。 0.0% 15 14.9% 
4 5.6% 1 1.0% 。 0.0% 2 2.0% 
71 100.0% 101 100.0% 
正規留学生 短期留学生
n % n % 
12 16.9% 44 44.4% 
28 39.4% 30 30.3% 
19 26.8% 7 7.1% 
6 8.5% 14 14.1% 
1 1.4% 3 3.0% 
5 7.0% 1 1.0% 
71 100.0% 99 100.0% 
短期留学生 全 体
n % n % 
54 53.5% 84 48.8% 
24 23.8% 48 27.9% 
23 22.8% 40 23.3% 
101 100.1% 172 100.0% 





























.001）；短期留学生 r=.28, .23 (p <.01, .05）、
「日本人の特性への適応Jと「バイタリティJの関連
Table 10 各尺度問における留学形態別の相関係数












・.30,p<.01）、「満足感J( /3 = -.32, p<.01）、「バイ


















学業・研究への適応 .31台＊ .28** .13 .53*** 
満足感 .37合＊ .28** .26* .21* .42＊常食 .23* 
バイタリティ .31** .24* .37** .25* .24* .12 .71*** .62*** 
*p<.05, **p<.01, ***p<.001 
Table 11 「家賃の感想Jを独立変数，適応指標を従属変数とした重回帰分析の結果
日本の環境への適応 日本人の特性への適応 学業・研究への適応








家賃の感想 -.18 ・.12 -.30帥 ・.17 .00 ・.18 -.32州
性 .03 -.09 .04 -.06 -.04 .00 .03 
奨学金の有無 .23 .05 .06 .10 .19 .14 .10 .07 -.06 -.16 
R2 .04 -.01 .06 t .01 .00 .01 .07＊・.02 .08* .01 
注2）ダミー変数として性別（1：男性， 2：女性）と奨学金の有無（1：無， 2：有）を独立変数に投入した。
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